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図 6　一般公開展示（2019 愛知）

込み，躍動感あふれた作業を開始する（図4，図5参
照）。各選手ごとによく練られた独自の製作手順が
あり，特に見せ場となる大きな部品の曲げ加工な
ど，選手ごとの工夫が見られ，見ていて楽しい。全
競技が終了する第2ローテーション第3日目の夕方に
は，完成した全作品を並べ，一般公開展示を行う

（図6参照）。
　2019年の第57回全国大会（愛知）までの過去3年
間の参加選手数は18名から22名である。第58回全国

大会からの新規参入を表明している企業も現れてお
り，職種としての裾野の広さ，競技としてのポテン
シャルの高さを示している。

3.4　国際大会との関連性

　技能五輪全国大会の目的は，青年技能者が技能日
本一を競うことを通して，国内の青年技能者の技能
レベルの底上げを図るとともに，技能の重要性，必
要性をアピールし，技能尊重機運の醸成を図ること
である。そのため，全国大会の出場選手は原則23歳
以下とされている。一方，技能五輪国際大会は正式
には国際技能競技大会（WorldSkills Competition）
と呼ばれており，参加各国における職業訓練の振興
と青年技能者の国際交流，親善を図ることを目的と
して開催されている2）。
　国際大会が開催される前年の大会は，国際大会へ
の派遣選手選考会を兼ねている。この一方で，全国
大会に参加する企業や職業訓練施設にとっては，若
年従業員や訓練生の技能レベルの向上，人材育成，
ひいてはモチベーションの向上にもつながっている
ものと思われる。国際大会と全国大会の競技仕様の
比較を表3に示す。全国大会と国際大会とは全くの
別ものとして取り扱うべきとの意見もあるが，現状
では国際大会では三本ローラーやプレスブレーキ，
シャーリング，TIG溶接の使用が要求されるといっ
た全国大会競技では対応できない側面もあり，ま
た，日本選手の今後の活躍の鍵とされている読図～
その場での機転を利かせた対応力を養うためには，
今後，大会競技仕様のガラパゴス化を防ぎ，全国大
会の競技方針に変更を加えていかなければならない

図 5　競技風景（a）2018 沖縄，（b）2019 愛知

表 3　国際大会と全国大会の競技仕様の比較
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図 7　機構職員の協力（人物の上の地名等は各センター所在地および所属先を示している）

時機に来ているとの方向性で，競技委員と参加企業
関係者間で意見が一致している。

3.5　機構職員の貢献

　本職種競技では，競技運営には企業から派遣され
た5名の企業補佐員にご協力いただく一方で，選手
が製作した課題作品の寸法測定審査と出来栄え審査
については，独立行政法人高齢・障害・求職者雇用
支援機構の職業訓練指導員（第57回大会：10名）に
競技補佐員として協力を要請している。職業大や上
記機構職員が全ての審査・集計を行い，企業関係者
は審査には関与しない。これにより，本職種競技の
審査の高い中立性・公平性が担保されているのであ
る。最後に，第57回全国大会（愛知）に携わった上
記機構メンバー（職業大，職業能力開発大学校，職
業能力開発促進センター）の集合写真（図7参照）
を示し，本稿を締めくくる。

4．おわりに

　本稿では，技能五輪全国大会構造物鉄工職種競技
について概説した。構造物鉄工職種は非常に裾野の
広い職種である。全国津々浦々に鉄工所が存在し，
地域の産業振興の一端を担っている。われわれの生
活に欠かせない電気も，本職種技能技術者が造った
巨大な発電タービンによって得られる。橋梁も巨大
鋼構造建築物も機械構造物も，実際の製作は本職種
技能技術者が携わり，世の中の発展を支えてきた。
本職種の社会に対する貢献は計り知れない。
　本稿を通して，読者の皆さんに構造物鉄工職種に
ついて少しでも興味を持っていただけたら，著者に
とってこれに勝る喜びはない。
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